
　5月22日の第1回臨時会において、大田区議会公明党 岡元由美議員が区議会副議長に、
玉川英俊議員が監査委員にそれぞれ就任しました。また、各常任委員会・特別委員会の構成も
変更となり新たな体制でスタートしました。
　さらに、6月13日～24日の会期で区議会第2回定例会が招集され、令和元年度大田区一般
会計補正予算（第2次）のほか、様々な議案や請願・陳情について審議が行われました。

＜質問項目＞
●区長4期目の区政運営について　
●羽田空港跡地の整備について　
●国際都市について
●高齢者の支援について　
●保育行政について　
●住宅政策について
●公共施設の整備について

■高齢者の支援について
　今後2040年に向けて、世帯の単身化と高齢化が大きく進むと
されており、区として高齢者のみ世帯をいかにサポートしてい
くかが重要となってくる。中でも「終活の支援（老いじたく）」

主な質問要旨

末安 広明議員代表質問

＜質問項目＞
●子どもの安全について
●ひきこもりについて
●防災・減災対策について
●バリアフリーについて

田島 和雄議員一般質問

＜質問項目＞
●信頼される区政の実現について
●シティープロモーション戦略について
●離婚後のこども養育支援について
●まちづくりのビジョンについて

広川 恵美子議員一般質問

第2回定例会が開催

暮らしやすく、
人にやさしい持続可能な
まちづくりを進めます！

について、区の見解を問いました。

■住宅政策について
　住宅に困っている方への支援のあり方や、老朽化していくマン
ションに関する問題など、今後の住宅政策のあり方が問われて
いる。来年度までに改訂する住宅マスタープランで、今後10年
間の住宅政策をどう描くのか。区の見解を問いました。

■公共施設の整備について
　スポーツや地域活動の場を一層広げていくために、既存の公共
施設をタイムシェアの考え方で、利用枠を広げていくべきと考え
る。また健康増進の視点で学校プールの地域開放を行っていく
ことについて、区の見解を問いました。

■国際都市について
　大田区を訪れる外国人や、区内に住む外国人が急増している。
「国際都市」を掲げる本区において、地域住民が課題を抱えた際
の相談窓口の設置や、国際都市になることのメリットを感じるこ
とが出来る仕掛けづくりについて、区の見解を問いました。
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第１、第3木曜日　午後2時から大田区議会公明党
控え室で行なっています。予約のない方の無料相
談は受けられません。当日正午より予約受付電話
（☎5744-1488）を行なった上でおいで下さい。

弁護士による無料法律相談を行なっています

大田区議会公明党の公式ホームページが
スマートフォン、タブレットに対応しました。
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新成人ピロリ菌検査の実施
1トピックス

24時間使用可能なＡＥＤの設置拡大
　胃がんリスク低減のために、公明党はピロリ菌

検査の導入を求めていました。
　区では、新成人となる区民を対象に、胃がんの要因となりう
るピロリ菌感染の有無を調べ、病気のリスクを把握すること
で、「自分の健康は自分で守る」という意識の向上を図ります。

2トピックス

概　要

　区民一人ひとりに合った健康づくり情報を「見え
る化」し、健康増進活動を継続できる仕組みを提供します。
　18歳以上の全区民を対象に、スマートフォンの歩数機能を活
用し、歩数・消費カロリー、健診受診・イベント参加などを見え
る化（ポイント）します。ポイントは抽選で景品と交換をします。
スマートフォン操作に慣れない方は、紙台紙で参加できます。

概　要

　AEDは、不整脈によって動かなくなってしまっ
た心臓に電気ショックを与えることで、元の収縮を取り戻させ
るための救命機器です。
　区では、24時間使用可能なAEDを既存の150台（特別
出張所、警察、消防等）に併せ、設置を拡大することで、救命処置
が必要な方に、より早くAEDを使用できる環境を整備し、地域
の安全・安心につなげていきます。
　また、AEDを設置した場所には、目印とし
て「はねぴょんステッカー」を掲示し、区民
に周知を図ります。

概　要

　昨秋、区議会公明党は区立小中学校の
体育館等へ大型冷風機の導入を緊急要望しました。
　この要望を受け区は、令和元年度当初予算で、区
立特別支援学校を含む全小中学校の体育館及び武
道場に、大型冷風機を各校1台の配備を計上。その後、補正予算
でさらに1台の合計2台の配備を推進しました。

概　要

お問い合わせ●健康医療政策課 ☎03-5744-1262お問い合わせ●健康づくり課（成人保健） ☎03-5744-1265

「成人のつどい」参加対象の 19歳から 20歳の区民対　象
12 月から翌年 3月（予定）実施期間
一次検査…尿検査
二次検査…便検査　※一次検査が陽性の場合のみ

検査項目

区指定医療機関に直接申し込み受診方法
受診者の自己負担はありません費　用

区立小中学校の体育館等の暑さ対策
3トピックス

「(仮称)おおた健康ポイント」アプリで健康増進
4トピックス

お問い合わせ●健康づくり課（管理） ☎03-5744-1661お問い合わせ●学務課 学校運営係 ☎03-5744-1427

　現在、各小中学校に整備されている ICT機器に
続き、新たに特別教室への ICT機器の導入と、タブレットPC
の追加配備を進めます。全ての小中学校の特別教室（理科室・
図工室など）に、大型提示装置及び書画カメラ、無線LANアクセ
スポイントを配備します。
　⇒小学校各5教室、中学校各6教室
　令和 2 年度より、本格的にプログラミング教育がスタート
する小学校全校へ、タブレットPCを1クラス分（40台）追加
配備するとともに、非常勤講師用などとしてさらに5台を追加
配備します。

概　要　台風などによって発生する大規模水害に対し、
区民が自らの命を守るための主体的な行動が起こせるよう、
計画策定の取り組みを充実させます。
　近年の大規模水害では、逃げ遅れが大きな課題となってい
ます。このリスク軽減のため、個人や家族が水害時に取るべき
行動を示すマイ・タイムラインを普及
します。年度内に区内全域で講習会を
実施します。また、地域水害リスクを
確認するためのハザードマップを作製
し、区民へ啓発を行います。

概　要

マイ・タイムライン講習会を実施
5トピックス

区立小中学校へＩＣＴ環境の追加整備
6トピックス

お問い合わせ●学務課 学校運営係 ☎03-5744-1427お問い合わせ●防災機器管理課 支援担当 ☎03-5744-1611




